
生活科・総合的な学習の時間

PBL(プロジェクト型学習)で児童生徒は変わる！
～江田島市立能美中学校区の実践～



内容

•１ 育成したい資質・能力の設定

•２ PBLの授業展開

•３ 本年度の成果と課題



令和３年度
「探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業」指定地域

<研究主題>

児童生徒の探究的な学びが生まれる授業の創造

～小中９年間を見通した生活科・総合的な学習の時間の在り方～

<小中９年間で育てたい資質・能力>

主体性 伝え合う力 やりきる力

【本年度の取組内容】
① プロジェクト型学習に関する理論研修
② 小中９年間で育てたい資質・能力の明確化とルーブリック作成
③ 生活科・総合的な学習の時間の全体計画の見直し

１ 育成したい資質・能力



児童生徒の探究的な学びが生まれる生活科・総合的な学習の時間の在り方
〔小中連携教育の目標〕 ふるさとを愛し，ふるさとに学び，ふるさとに貢献する児童生徒の育成

地域とつなぐ

○地域との協働の促進

ゲストティーチャー，里海学習，

地域ボランティア等

○学校を支援してくれる地域企業の発掘

○カリキュラムに関する外部評価の実施

○地域人材との連携窓口設置

カリキュラムをつなぐ

○小中９年間で系統的に育成したい資質・能力の設定
と共有

○カリキュラム・マネジメントとPBL（プロジェクト型学習）
による単元開発

○単元構想シートの活用

○目標と評価の一体化

先生や子供をつなぐ

○校区内の小・小／小・中連携の推進・充実

○研究通信の発行による細やかなサポート

○先進事例の収集，紹介

研究主題を実現する３つの「つなぐ」

義務教育９年間で児童生徒を育てる

１ 育成したい資質・能力



キーワード 低学年 中学年 高学年 中1 中２ 中３

【主体性】
やる気をもって
自分から進んで
課題発見

目的意識をもって，進んで活動し，結果を振り返り，
新たな課題や生活とのつながりを見付けている。

自ら課題を見つけ，さまざまな手段で情報を集め，活動を進め
る上で起こりうる課題を予測しながら課題解決の計画を立て，
学びの体験を常に振り返りながら探究的に行動している。

【伝え合う力】
協働し

受信＋発信

相手を見て
黙って聞く。

反応しながら
聞く。

相手の言いたいこと
を考えながら聞く。

相手の考えを理解
し，自分の考えと
比較しながら，傾
聴している。

相手の考えを理解
し，自分の考えとす
り合わせながら，傾
聴している。

相手の意図や気持
ちを大切にしながら
傾聴し，正確に理
解している。

相手を見て話
す。

終わりまではっ
きりと話す。

伝えたいことが分か
るように，意見をま
とめて話す。

意図したことを正確
に分かりやすく伝え
合っている。

意図したことを場面
や状況に合わせ，
簡潔に伝え合ってい
る。

相手の理解の程度
を推し量りながら，
互いの考えを生かし
て伝え合っている。

【やりきる力】
最後までやりきる

諦めない
粘り強く

好き嫌いせず
に決められた
ことをやりきる。

決められたこと
以外でもあき
らめずにやりき
る。

自分で決めた目標
に向かって，粘り強
く取り組む。

途中で諦めずに最
後までやり遂げてい
る。

自ら改善すべき点
を発見し，精一杯
最後までやり遂げて
いる。

課題発見・解決を
何度も繰り返し，
創意工夫を重ねて
粘り強く最後までや
り遂げている。

小中９年間で育成したい資質・能力の評価

（ルーブリック）

１ 育成したい資質・能力



課題設定

•人にやさしい町ってどんな町？

•福祉って何？

•くわしく知っている人は誰かな？

展開

•情報収集（GT，体験等）

•分析・整理

•表現(リーフレット等）

まとめ

•発信（学習発表会，サロン訪問）

•振り返り

中町小学校でのPBLの取組
４学年「中町小☆きらきら☆プロジェクト！」

～NTまあるくつなぎ隊～

２ PBLの授業展開

【単元の目標】
本単元は，自分たちの生活する地域が抱える課題から誰もが住みよい地

域にするために今から自分たちにできることを探っていこうとする単元で
ある。江田島市には，65歳以上の人口が約44％で，約２人に１人は高齢者
である。地域住民の高齢化と核家族化により，「話す相手がいない」「買
い物やゴミ捨てが大変だ」「掃除が難しい」といった悩みを抱えながら孤
独に暮らす地域の人が増加しているという課題がある。本単元は，児童が
こうした課題を捉え，地域の人の孤独の解消に向けて，地域の誰もが集い
交流できる「やさしい町づくり」を活性化していくことを通して，社会の
課題解決に向けて主体的に取り組もうとする態度を育てようとするもので
ある。



体験活動でさらに情報収集

情報収集：GT

発信：地域や社会

次なる目標
人だけじゃない！

自然や生き物はどうだろう？

２ PBLの授業展開

中町小学校でのPBLの取組

４学年「中町小☆きらきら☆プロジェクト！」
～NTまあるくつなぎ隊～

課題の
更新

課題の
更新

まとめ・表現：リーフレット



２ PBLの授業展開

「広報えたじま 令和4年1月号」より



課題設定

•職業調べ（前単元の内容）

•江田島市統計資料の分析結果の活用

情報の収集

•インターネットの活用

•ＧＴ（市役所，フウド，移住者，地

域おこし協力隊）へのインタビュー

整理・分析

•課題解決に向けて，インタビュー内容の精

査

•中間発表を通して，スライド資料の修正

表現・まとめ

•ＧＴへの提案発表（予定）

•議会アドベンチャーでの発信

鹿川小学校でのPBLの取組例
第６学年「Catch Your Dream!②」

～ふるさと江田島にこうけんしよう！～

２ PBLの授業展開



本質的な問い
「社会の一員」として生きるとは？

鹿川小学校でのPBLの取組例
第６学年「Catch Your Dream!②」

～ふるさと江田島にこうけんしよう！～

改善

２ PBLの授業展開

改善
思考ツールの活用

小グループの活用

中間発表からの改善
国語・算数等とのカリ・マネ

単元を貫く問い
ふるさと江田島に貢献するにはどうすればよいだろうか



２ PBLの授業展開

1年生活科
「あきのおもちゃランドであそぼう」

2年生活科 「うごくうごくわたしのおもちゃ」

４年総合的な学習の時間
「人にやさしいまち江田島」

５年総合的な学習の時間
「江田島の食をみつめて」

・本年度は，すべての学年で研究授業を実施した。
・全教員が，「PBL」の進め方について理解を深め
ることができた。
・鹿川小学校のInstagram(@etjm.kanokawa.sho)を開
設した。今後は学習の成果の発信や地域連携にお
いて，効果的に活用する予定である。



【単元の目標】
「ここから始めようSDGs～江田島の海を変えていくために，自分にはどん
なことができるか～」を問い続けることを通して，地域資源を活用した体
験活動を充実させ，地域の魅力を知り，課題の発見とその解決を図るとと
もに人との関わりや将来の生き方を考えさせる。また，活動を通して知っ
たこと身に付けたことを発信するとともに，効果的に伝えるための手段を
身に付けさせる。

課題設定

• 里海学習(さとうみ科学館と連携）

• 課題発見(マッピング）

展開

•情報収集

•整理・分析

•表現(ゲストティーチャー等）

•振り返り

まとめ

•最終目標の相手に発信

•振り返り

能美中学校でのPBLの取組
1学年～江田島が好きじゃけぇ，

海もみがこうや！

２ PBLの授業展開



発信：ゲストティーチャー

発信：地域や社会

発信：班で交流

次なる目標
★修学旅行でSDGs★能美中学校のPBLの取組

1学年～江田島が好きじゃけぇ，海もみがこうや！

改善

２ PBLの授業展開

改善



２ PBLの授業展開

江田島市facebook（令和４年１月４日）より



能美中学校「生徒アンケート」において
肯定的な回答の割合が80％を超えている項目

３ 本年度の成果と課題

内 容 4月 12月 4月との差

【主体性】
やる気をもって
自分から進んで
主体的な姿勢
課題発見

授業では、解決しようとする課題について、「たぶんこうではない
か」、「こうすればできるのではないか」と予想をしている。

83.2 90.1 6.9 

物事を進めるときに見通しをもった計画を立てるようにしている。 82.3 82.9 0.6 

授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組んでいる。

83.2 91.9 8.7 

【伝え合う力】
協働

受信＋発信

授業では自分の考えを積極的に伝えている。 57.5 57.7 0.2 

自分の考えを場面や状況に合わせて、分かりやすく相手に伝わ
るよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫している。

76.1 76.6 0.5 

相手の込められた思いを大切にしながら話を聞くようにしている。 93.8 93.7 -0.1 

【やりきる力】
最後までやりきる

諦めない
粘り強く

分からないことはそのままにせず、分かるまで努力している。 77.0 84.7 7.7 

自分でやると決めたことは，やり遂げようとしている。 90.3 90.1 -0.2 



３ 本年度の成果と課題

• 児童・生徒が「探究のサイクル」を体験的に理解することができた。

• 教師が研修や授業研究を通して，「PBL」について理解を深めることができた。

• 地域人材との連携を図ることができた。

• 校区内の小・小及び小・中連携を図ることができた。

• カリキュラム・マネジメントを通して，各教科等とのつながりを意識した単元開

発ができた。（各学年1単元の開発）

成

果

• 児童の興味・関心により合わせた学習課題の選定(年間計画等の見直し)

• より効果的なカリキュラム・マネジメント（各学年の年間計画の見直し）

• ルーブリックの質の向上

• 学校を支援してくれる地域企業の発掘

課

題



PBL(プロジェクト型学習)で児童生徒は変わる！

ご清聴ありがとうございました


